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第１章 調査の概要 

１. 実施目的 

市の公共施設は、6割以上が建築から 30 年以上経過しています。これらの施設では、今

後、大規模な改修や建替えが必要となり、さらなる財政的な負担が想定されています。 

平成 28 年度に策定した『下妻市公共施設再配置計画【Ⅰ期】』では、老朽化が進み、耐

震性に不安のある下妻市役所本庁舎の建替えに合わせて、市民文化会館や公民館、保健セ

ンターなどの周辺施設との集約化・複合化に加え、公共サービスが類似・分散している千

代川庁舎との集約化を図り、公共施設を削減することによる将来負担の低減や、都市機能

の拠点形成に向けた取組を、10年後の平成38年までを目標に進めていくこととしました。 

現在、市では、この再配置計画を踏まえ、防災拠点を強化し、にぎわいの創出により市

民に親しまれる市庁舎等の検討を進めています。 

その一環として、広く市民の皆様の考えをお伺いし、本庁舎・第二庁舎・千代川庁舎の

利用状況や、現在の市庁舎の利用しやすさについてのご意見や、これからの市庁舎のあり

方に対するご要望等は、今後の検討の基礎資料として活用することを目的にしています。 

 

２. 調査方法及び期間 

①調査対象者 

満 15 歳以上（平成 29 年 4 月 1 日時点）の市民から無作為に抽出した 3,750 人。（下妻

市居住。） 

②調査方法 

郵送による調査票の配布及び回収を行いました。 

 ③調査期間 

平成 29 年７月 4日（火）～平成 29 年７月 18 日（火） 

 

３. 回収の結果 

配布数 回収数 
回収率
（b/a） 

3、750 1、168 31.2％ 
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４. 報告書を見る際の留意事項 

①集計方法 

本調査では、回答全体をまとめて集計した「単純集計」を行っています。なお、属性

によっては、回答数が少ないため、本調査の結果が本市における当該属性の傾向と異な

る可能性があることをご理解の上、調査結果をご覧ください。 

速報版には、数値による回答の集計のみを掲載しています。そのため、問８と問９の

ご意見は記載していません。また、無効回答の除外と複数回答があるため、回収数と回

答数が一致しません。 

 

②数値の端数処置方法 

回答比率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しているため、百分率の合計が

100％にならない場合や、内訳の合計が、表示されている値と一致しない場合があります。 

 

 

５. 回答者の属性 

① 性別 

 回答者の性別は、「男性」が 40.4％、「女性」が 48.3％を占めています。 

 

 

  

男性

40.4%

女性

48.3%

無回答

11.2%

有効回答票数 1167票
回答数 割合

1 男性 472 40.4
2 女性 564 48.3

 無回答 131 11.2

合計 1,167 100.0

回答選択肢
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② 年代 

 回答者の年代は、「60 歳代」の割合が最も多く、25.4％を占め、次いで「70 歳代」が

19.5％を占めています。 

 また、「60 歳代以上」の割合が、50％以上を占めています。 

 

 

  

１０歳代

3.1%
２０歳代

6.2%

３０歳代

10.3%

４０歳代

12.9%

５０歳代

14.8%
６０歳代

25.4%

７０歳代

19.5%

８０歳代以上

6.1%

無回答

1.8%

有効回答票数 1167票
回答数 割合

1 １０歳代 36 3.1
2 ２０歳代 72 6.2
3 ３０歳代 120 10.3
4 ４０歳代 150 12.9
5 ５０歳代 173 14.8
6 ６０歳代 297 25.4
7 ７０歳代 227 19.5
8 ８０歳代以上 71 6.1

 無回答 21 1.8

合計 1,167 100.0

回答選択肢
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③ 職業 

 回答者の職業は、「無職」の割合が最も多く、25.4％を占め、次いで「会社員」が 24.4％

を占めています。 

 

 

 

  

会社員

24.4%

自営業

11.3%

公務員・団体職員

3.7%
家事従事

8.6%

パート、アルバイ

ト

16.4%

学生

4.1%

無職

25.4%

その他

2.8%

無回答

3.2%

③

有効回答票数 1158票
回答数 割合

1 会社員 283 24.4
2 自営業 131 11.3
3 公務員・団体職員 43 3.7
4 家事従事 100 8.6
5 パート、アルバイト 190 16.4
6 学生 48 4.1
7 無職 294 25.4
8 その他 32 2.8

 無回答 37 3.2

合計 1,158 100.0

回答選択肢
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④ 居住地区 

 回答者の居住地区は、「下妻地区」の割合が最も多く、31.5％を占め、次いで「上妻地

区」が 13.6％を占めています。 

 

 

 

  

下妻地区

31.5%

大宝地区

8.8%

騰波ノ江地区

5.9%
上妻地区

13.6%

総上地区

6.0%

豊加美地区

6.9%

高道祖地区

7.1%

蚕飼地区

2.6%

宗道地区

8.7%

大形地区

6.7%

無回答

2.2%

有効回答票数 1167票
回答数 割合

1 下妻地区 368 31.5
2 大宝地区 103 8.8
3 騰波ノ江地区 69 5.9
4 上妻地区 159 13.6
5 総上地区 70 6.0
6 豊加美地区 80 6.9
7 高道祖地区 83 7.1
8 蚕飼地区 30 2.6
9 宗道地区 101 8.7

10 大形地区 78 6.7
 無回答 26 2.2

合計 1,167 100.0

回答選択肢



 

6 

⑤ 家族構成 

 回答者の家族構成は、「親子（高齢者を含まない）」の割合が最も多く、27.1％を占め、

次いで「親子（高齢者を含む）」が 23.2％を占めています。 

 

 

 

  

独居

8.1%

２人

（同世代、夫婦を

含む）

20.0%

親子（高齢者を含

む）

23.2%

親子（高齢者を含

まない）

27.1%

三世帯

16.1%

その他

3.0%

無回答

2.5%

問1 回答者属性 ⑤家族構成

有効回答票数 1163票
回答数 割合

1 独居 94 8.1

2
２人
（同世代、夫婦を含む）

233 20.0

3 親子（高齢者を含む） 270 23.2
4 親子（高齢者を含まない） 315 27.1
5 三世帯 187 16.1
6 その他 35 3.0

 無回答 29 2.5

合計 1,163 100.0

回答選択肢



 

7 

⑥ 自家用車の保有状況 

 回答者の自家用車の保有状況は、「保有している(家族で２台以上)」の割合が最も多く、

73.4％を占め、次いで「保有している（１台）」が 15.9％を占めています。 

 

 

 

  

保有している（１

台）

15.9%

保有している

（家族で２台以上）

73.4%

保有していない

5.6%

無回答

5.2%

有効回答票数 1167票
回答数 割合

1 保有している（１台） 185 15.9

2
保有している
（家族で２台以上）

856 73.4

3 保有していない 65 5.6
 無回答 61 5.2

合計 1,167 100.0

回答選択肢
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第２章 調査の結果 

１. 市庁舎の利用について 

〔問１〕以下の各市庁舎へ、過去１年間に何回程度訪れましたか。 

Ａ～Ｃの各市庁舎について 該当する番号を ひとつ選んで ○ をつけてくださ

い。 

 

 本庁舎は、「年３，４回」の割合が最も多く、41.6％を占めています。 

 第二庁舎は、「訪れたことはない」の割合が最も多く、26.0％を占めています。 

 千代川庁舎は、「訪れたことはない」の割合が最も多く、34.1％を占めています。 

 次に多い回数は、本庁舎が「年１回」の 23.1％、第二庁舎が「年１回」の 24.6％、千

代川庁舎が「数年に１回程度」の 18.2％となっています。 

 

Ａ 本庁舎 

 

 

  

0.4

0.8

11.2 41.6 23.1 13.5 7.5 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週１，２回 月１，２回 年３，４回

年１回 数年に１回程度 訪れたことはない 無回答

有効回答票数 1166票
回答数 割合

1 ほぼ毎日 5 0.4
2 週１，２回 9 0.8
3 月１，２回 131 11.2
4 年３，４回 485 41.6
5 年１回 269 23.1
6 数年に１回程度 157 13.5
7 訪れたことはない 88 7.5

　 無回答 22 1.9

合計 1,166 100.0

回答選択肢
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Ｂ 第二庁舎 

 

 

Ｃ 千代川庁舎 

 

 

  

0.3

0.5

4.8 16.2 24.8 17.8 26.0 9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週１，２回 月１，２回 年３，４回

年１回 数年に１回程度 訪れたことはない 無回答

有効回答票数 1167票
回答数 割合

1 ほぼ毎日 4 0.3
2 週１，２回 6 0.5
3 月１，２回 56 4.8
4 年３，４回 189 16.2
5 年１回 289 24.8
6 数年に１回程度 208 17.8
7 訪れたことはない 303 26.0

　 無回答 112 9.6

合計 1,167 100.0

回答選択肢

0.1

0.5

2.8 15.4 16.0 18.2 34.1 12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週１，２回 月１，２回 年３，４回

年１回 数年に１回程度 訪れたことはない 無回答

有効回答票数 1166票
回答数 割合

1 ほぼ毎日 1 0.1
2 週１，２回 6 0.5
3 月１，２回 33 2.8
4 年３，４回 179 15.4
5 年１回 187 16.0
6 数年に１回程度 212 18.2
7 訪れたことはない 398 34.1

　 無回答 150 12.9

合計 1,166 100.0

回答選択肢
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〔問２〕市庁舎を訪れる目的は主に何ですか。 

各市庁舎について 太線の中の該当する番号に ○ をつけてください。 

（各市庁舎３つまで） 

 

Ａ 本庁舎 

 本庁舎は、「戸籍、住民票、証明書類等」の割合が最も多く、67.0％を占めています。 

 次に多い目的は、「保険、年金、医療等」の 35.0％となっています。 

 

 

  

67.0

35.0

22.3

4.0

3.6

0.1

2.4

9.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

戸籍、住民票、証明書類等

保険、年金、医療等

税金

環境 （犬･猫、ゴミ 等 含む）

自治会・地域 関連

議会・議員 関連

会議、打合せ

催事（税の申告、選挙、献血等）

%

有効回答票数 1138票
回答数 割合

1 戸籍、住民票、証明書類等 762 67.0
2 保険、年金、医療等 398 35.0
3 税金 254 22.3
4 環境 （犬･猫、ゴミ 等 含む） 46 4.0
5 自治会・地域　関連 41 3.6
6 議会・議員　関連 1 0.1
7 会議、打合せ 27 2.4
8 催事（税の申告、選挙、献血等） 109 9.6

合計 1,638 143.9

回答選択肢
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Ｂ 第二庁舎 

 第二庁舎は、「福祉、介護、保育・子育て等」の割合が最も多く、30.0％を占めてい

ます。 

 次に多い目的は、「催事（税の申告、選挙、献血等）」の 11.2％となっています。 

 

 

  

30.0

3.3

5.0

11.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

福祉、介護、保育・子育て等

道路､都市､建物､開発､公園等

会議、打合せ

催事（税の申告、選挙、献血等）

%

有効回答票数 1167票
回答数 割合

9 福祉、介護、保育・子育て等 350 30.0
10 道路､都市､建物､開発､公園等 39 3.3
11 会議、打合せ 58 5.0
12 催事（税の申告、選挙、献血等） 131 11.2

合計 578 49.5

回答選択肢
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Ｃ 千代川庁舎 

 千代川庁舎は、「戸籍、住民票、証明書類等」の割合が最も多く、17.6％を占めてい

ます。 

 次に多い目的は、「農業、商工業、観光」の 11.9％となっています。 

 

 

  

17.6

2.1

2.9

2.0

3.2

11.9

4.0

7.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

戸籍、住民票、証明書類等

保険、年金、医療等

税金

環境 （犬･猫、ゴミ 等 含む）

教育

農業、商工業、観光

会議、打合せ

催事（税の申告、選挙、献血等）

%

有効回答票数 1155票
回答数 割合

13 戸籍、住民票、証明書類等 203 17.6
14 保険、年金、医療等 24 2.1
15 税金 33 2.9
16 環境 （犬･猫、ゴミ 等 含む） 23 2.0
17 教育 37 3.2
18 農業、商工業、観光 137 11.9
19 会議、打合せ 46 4.0
20 催事（税の申告、選挙、献血等） 84 7.3

合計 587 50.8

回答選択肢
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〔問３〕市庁舎に訪れる際、主に利用する交通手段は何ですか。 

各市庁舎について、太線の中の該当する番号に ○ をつけてください。 

（各市庁舎１つのみ） 

 

Ａ 本庁舎・第二庁舎 

 本庁舎・第二庁舎は、「自家用車（送迎も含む）」の割合が最も多く、84.3％を占め

ています。 

 千代川庁舎は、「自家用車（送迎も含む）」の割合が最も多く、51.6％を占めていま

す。 

 

 

  

84.3

1.0

5.6

0.3

0.9

0.1

7.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自家用車（送迎も含む）

徒歩

自転車・バイク

鉄道・バス

タクシー

その他

無回答

%

有効回答票数 1152票
回答数 割合

1 自家用車（送迎も含む） 971 84.3
2 徒歩 12 1.0
3 自転車・バイク 64 5.6
4 鉄道・バス 4 0.3
5 タクシー 10 0.9
6 その他 1 0.1

無回答 90 7.8

合計 1,152 100.0

回答選択肢
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Ｂ 千代川庁舎 

 

 

  

51.6

1.4

1.4

0.1

0.3

0.3

44.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自家用車（送迎も含む）

徒歩

自転車・バイク

鉄道・バス

タクシー

その他

無回答

%

有効回答票数 1162票
回答数 割合

1 自家用車（送迎も含む） 600 51.6
2 徒歩 16 1.4
3 自転車・バイク 16 1.4
4 鉄道・バス 1 0.1
5 タクシー 4 0.3
6 その他 4 0.3

無回答 521 44.8

合計 1,162 100.0

回答選択肢
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２. 現在の市庁舎について 

 

 市庁舎の不便・不満については、「庁舎が分散していてわかりづらい」の割合が最も

多く、33.9％を占めています。 

 次いで、「建物が古く、地震に対応できるか、不安を感じる」の 20.8％、「窓口の場

所（部・課の場所）がわかりづらい」の 18.4％となっています。 

 

33.9

18.4

4.6

11.7

7.5

15.4

4.5

20.8

2.7

13.4

17.0

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

庁舎が分散していてわかりづらい

窓口の場所（部・課の場所）がわかりづらい

通路や待合スペースが狭い

市民が利用できるロビーや休憩スペースが少ない

高齢者にとって利用しづらい

エレベーターがないなど、バリアフリー対応ができて

いない

乳幼児連れに対する配慮が不十分

建物が古く、地震に対応できるか、不安を感じる

窓口の待ち時間が長い

窓口で相談の際にプライバシーが確保されていな

い

駐車場が利用しづらい

公共交通機関で来庁しづらい

%

〔問４〕市庁舎で不便・不満を感じたことはありますか。該当する番号に ○ をつけて

ください。 
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有効回答票数 1142票
回答数 割合

1 庁舎が分散していてわかりづらい 387 33.9
2 窓口の場所（部・課の場所）がわかりづらい 210 18.4
3 通路や待合スペースが狭い 52 4.6
4 市民が利用できるロビーや休憩スペースが少ない 134 11.7
5 高齢者にとって利用しづらい 86 7.5
6 エレベーターがないなど、バリアフリー対応ができていない 176 15.4
7 乳幼児連れに対する配慮が不十分 51 4.5
8 建物が古く、地震に対応できるか、不安を感じる 238 20.8
9 窓口の待ち時間が長い 31 2.7

10 窓口で相談の際にプライバシーが確保されていない 153 13.4
11 駐車場が利用しづらい 194 17.0
12 公共交通機関で来庁しづらい 55 4.8

合計 1,767 154.7

回答選択肢
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３. これからの市庁舎のあり方について 

 

 新しい市庁舎に求めるイメージについては、「誰もが利用しやすい庁舎」の割合が最

も多く、43.4％を占めています。 

 次いで、「窓口がわかりやすくまとまっている庁舎」の 42.9％、「デザインにこだわ

らないシンプルな庁舎」の 41.6％となっています。 

 

 
  

13.5

41.6

10.3

43.4

30.6

42.9

39.1

7.2

0.9

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

下妻市らしさが感じられるデザインの庁舎

デザインにこだわらないシンプルな庁舎

まちのにぎわいの拠点となる庁舎

誰もが利用しやすい庁舎

気軽に訪れることができる、市民に開かれた庁舎

窓口がわかりやすくまとまっている庁舎

災害に対して安全で、防災拠点機能を備えた庁舎

環境に配慮した庁舎

国際的な雰囲気がある庁舎

最新設備を備えた最先端の庁舎

%

有効回答票数 1136票
回答数 割合

1 下妻市らしさが感じられるデザインの庁舎 153 13.5
2 デザインにこだわらないシンプルな庁舎 473 41.6
3 まちのにぎわいの拠点となる庁舎 117 10.3
4 誰もが利用しやすい庁舎 493 43.4
5 気軽に訪れることができる、市民に開かれた庁舎 348 30.6
6 窓口がわかりやすくまとまっている庁舎 487 42.9
7 災害に対して安全で、防災拠点機能を備えた庁舎 444 39.1
8 環境に配慮した庁舎 82 7.2
9 国際的な雰囲気がある庁舎 10 0.9

10 最新設備を備えた最先端の庁舎 52 4.6

合計 2,659 234.1

回答選択肢

〔問５〕新しい市庁舎を整備するにあたって、どのような庁舎が理想だと思いますか。

庁舎に求めるイメージに該当する番号に ○ をつけてください。（３つまで） 
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 新しい市庁舎に備える機能については、「避難施設、備蓄倉庫、救援物資の集積拠点

等」の割合が最も多く、58.6％を占めています。 

 次いで、「病院、保健所等」の 32.1％、「コンビニエンスストア、飲食店等」の 25.6％

となっています。 

 

 

  

25.6

17.0

24.0

12.9

32.1

9.8

58.6

19.9

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

コンビニエンスストア、飲食店等

ギャラリー、イベントスペース等

情報コーナー、掲示板、集会施設等

キッズコーナー、公園・遊戯施設等

病院、保健所等

地域産品、観光窓口等

避難施設、備蓄倉庫、救援物資の集積拠点等

駅やバス停からのアクセス

その他、あったらよいと思う施設（別途記述）

%

有効回答票数 1148票
回答数 割合

1 コンビニエンスストア、飲食店等 294 25.6
2 ギャラリー、イベントスペース等 195 17.0
3 情報コーナー、掲示板、集会施設等 276 24.0
4 キッズコーナー、公園・遊戯施設等 148 12.9
5 病院、保健所等 368 32.1
6 地域産品、観光窓口等 113 9.8
7 避難施設、備蓄倉庫、救援物資の集積拠点等 673 58.6
8 駅やバス停からのアクセス 228 19.9
9 その他、あったらよいと思う施設（別途記述） 38 3.3

合計 2,333 203.2

回答選択肢

〔問６〕市庁舎が新しくなる場合、どんな機能を備えた施設になるとよいと思いますか。

該当する番号に ○ をつけてください。（３つまで） 

〔問６〕市庁舎が新しくなる場合、どんな機能を備えた施設になるとよいと思いますか。

該当する番号に ○ をつけてください。（３つまで） 
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 市庁舎と老朽化の進んだ他の公共施設との複合化については、「将来の建替え費用

を考慮し、計画的に複合化することで、長期的な財政負担を軽減すること」の割合

が最も多く、50.1％を占めています。 

 次いで、「将来の維持管理費を考慮し、効率的な運営ができる施設にすること」の

44.0％、「将来の人口減少などの変化に適応できるような作りにすること（用途の変

更が容易にできるなど）」の 33.4％となっています。 

 

50.1

44.0

30.5

8.4

14.3

14.8

14.1

33.4

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

将来の建替え費用を考慮し、計画的に複合化する

ことで、長期的な財政負担を軽減すること

将来の維持管理費を考慮し、効率的な運営ができ

る施設にすること

いろいろな施設を一緒にすることで、多様なサービ

スが受けられること

市民や民間企業の活力を活用すること

民間企業や飲食店などのテナント収入により、新た

な財源を確保すること

会議室等、お互いの施設を相互利用することで、延

床面積を減らしつつ稼働率を上げること

長期にわたって建物を使用し続けること

将来の人口減少などの変化に適応できるような作り

にすること（用途の変更が容易にできるなど）

特にない

%

〔問７〕市庁舎と老朽化の進んだ他の公共施設を複合化すること（市庁舎と市民文化会

館や保健センターをまとめる など）について、重視すべきことは何だと思い

ますか。 

該当する番号に ○ をつけてください。（３つまで） 
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有効回答票数 1152票
回答数 割合

1
将来の建替え費用を考慮し、計画的に複合化することで、長期
的な財政負担を軽減すること

577 50.1

2
将来の維持管理費を考慮し、効率的な運営ができる施設にする
こと

507 44.0

3
いろいろな施設を一緒にすることで、多様なサービスが受けられ
ること

351 30.5

4 市民や民間企業の活力を活用すること 97 8.4

5
民間企業や飲食店などのテナント収入により、新たな財源を確
保すること

165 14.3

6
会議室等、お互いの施設を相互利用することで、延床面積を減
らしつつ稼働率を上げること

171 14.8

7 長期にわたって建物を使用し続けること 162 14.1

8
将来の人口減少などの変化に適応できるような作りにすること
（用途の変更が容易にできるなど）

385 33.4

9 特にない 33 2.9

合計 2,448 212.5

回答選択肢
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４. 調査票 
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